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広報うおづ (2)平成 2年 9月

ーラム
築くために

る」ブオ
、ふるさと魚津のイメージアップをどうはかるか、をテーマに

「ふるさとを語る」フォーラムを8月7日、魚津平安閣で聞きました。

魚津市を離れ東京で活躍されている 4人のパふラーから出さ

れた提言を紹介します。私たちも、このふるさとに住む者とし

て、*明日の魚津泌を考えてみましょう。

中
尾

ま
ず
は
じ
め
に
、

市
長
か
ら
魚
津
市
の
現
状
に

つ
い
て
説
明
し
て
い
た
だ
き

ま
す
。

全
容
崎

市
長

魚
津
市
の
現
状
、

問
題
を
説
明
す
る
に
あ
た
り
、

最
近
の
人
口
動
態
を
報
告
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

人
口
の
自
然
増
加
数
の
低
下

昭
和
的
年
の
出
生
者
数
は

蹴
人
、
死
亡
者
数
は
知
人
で

あ
り
術
人
の
自
然
増
加
が
あ

り
ま
し
た
(実
際
に
は
転
入
、

転
出
関
係
か
ら

ω人
増
)。

し
か
し
、

平
成
元
年
に
は
、
出
生
者
数
制
人
、

死
亡
者
数

ω人
と
な
り
、
わ
ず
か
犯

人
の
自
然
増
加
に
止
ま
り
ま
し
た
。

一
世
帯
構
成
人
員
の
減
少

昭
和

ω年
の

一
世
帯
当
た
り
の
構

成
人
員
は
3
・
ω人
で
あ

っ
た
の
が
、

平
成
元
年
に
は
、
3
・
白
人
に
減
少
し

今
日
現
在
で
は

3
・
臼
人
に
な
っ
て
い

ま
す
。

多
く
の
人
が
魅
力
を
感
じ
、
住
み

や
す
い
街
に
す
る
に
は
ど
う
す
れ
ば

よ
い
か
、
ど
の
よ
う
な
魅
力
を
持
た

せ
る
の
か
な
ど
パ
ネ
ラ

l
の
方
々
に

お
伺
い
し
て
、
市
の
活
性
化
に
努
め

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

中
尾

人
口
の
減
少
は
、
魚
津
市

だ
け
で
な
く
、

富
山
県
に
お
い
て
も

大
き
な
問
題
に
な

っ
て
い
ま
す
。

代
魚
津
の
イ
メ
ド
ジ
ア
ッは
か
る
だ
め

ア

ッ
プ
す
る
か
も
重
要
な
点
で
す
。

上都
会
作
物
向
〆澱
マ
ー
ー
」

「
ー
ー
-
f
実
務
啓
発
信
L

岩
崎

現
代
は
、
情
報

・
通
信
の

時
代
で
あ
り
、
こ
れ
ら
を
駆
使
し
た

イ
メ
ー
ジ
ア

ッ
プ
は
十
分
可
能
で
す
。

集
約
的
に
言
い
ま
す
と
、
H

地
方
か
ら

都
会
に
向
け
て
文
化
を
発
信
す
る
。

と
い

っ
た
こ
と
で
す
。
経
済
・文
化
・

交
流
は
、
複
数
の
機
能
が
交
流
し
合

う
場
所
に
お
い
て
成
り
立
つ
も
の
で

す
。ま
た
、

n
何
を
。
イ
メ
ー
ジ
ア

ッ
プ

す
る
か
を
十
分
に
捕
え
て
い
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。

H
O
W
、
t
o
で

は
な
く
W
h
a
t
の
時
代
で
も
あ
り

ま
す
。

中
尾

こ
の
よ
う
に
大
変
す
ば
ら

し
い
ふ
る
さ
と
で
あ

っ
て
も
、
今
以

上
に

H

魚
津
の
イ
メ
ー
ジ
ア

ッ
プ
を

図
り
た
い
。
と
い
う
の
が
願
い
で
あ

り
ま
す
。
そ
の
た
め
の
ご
意
見
を
伺

い
た
い
と
存
じ
ま
す
。

哲雄氏中尾

石
川川と向

高
見

魚
津
市
の
街
づ
く
り
の
テ

ー
マ
の
中
に
，
ゆ
と
り
u

と
あ
り
ま

す
。
今
後
は
、
こ
の
ゆ
と
り
を
自
分

の
た
め
、
ま
た
は
自
分
の
も
の
と
し

て
使
う
人
が
増
え
て
く
る
で
し
ょ
う
。

そ
の
受
け
皿
と
し
て
の
ふ
る
き
と
が

望
ま
れ
ま
す
。
富
山
県
は
、

3
つ
の

日
本

一
を
目
指
し
て
い
ま
す
。
魚
津

市
に
は
、
海
岸
が
8
・
M
M
あ
り
、
こ

れ
は
市
民

一
人
目
仰
の
海
岸
を
持
つ

計
算
に
な
り
ま
す
。

こ
の
海
岸
を
利

用
し
、
日
本
に

一
つ
し
か
な
い
も
の
、

日
本

一
の
も
の
を
作

つ
て
は
ど
う
で

し
ょ
う
か
。

ま
た
、

，
誰
に
対
し
て
。
イ
メ
ー
ジ

幸久氏岩崎

ニヒ 「一一寸

る 石 | ごト
丘 崎 I '噌
陵|・

丹生 |浜
，= 

五百 ;ア沼 去
りは ':~}{Ji.; 
ま、 ピ 付
す山 . ジi
か I
まら
た海 )1レ |

全
国
で
魚
と
い
う
字
が
頭
に
付
く
の

は
こ
こ
だ
け
で
あ
り
、
魚
津
市
の
イ

メ
ー
ジ
J
舟

・
浜
辺
。
を
大
切
に
し
、

そ
れ
を
ア
ピ
ー
ル
し
て
い
く
べ
き
で

す
。ま
た
、
大
手
ス
ー
パ
ー
や
デ
パ
ー

ト
な
ど
が
建
ち
並
び
、
商
庖
街
の
活

気
が
な
く
な

っ
て
き
て
い
ま
す
。
行

政
が
中
心
と
な

っ
て
、
地
元
商
庖
街

の
活
性
化
に
努
め
て
ほ
し
い
で
す
。

寸
文
化
、
ゾ

4
U
Adi
-
-
」

「

|
文
化
基
地
と
し
て
し

大
成

イ
メ
ー
ジ
ア

ッ
プ
と
い
う

こ
と
の
奥
に
あ
る
も
の
、
そ
れ
は
魚

津
市
は
今
後
ど
う
し
た
ら
、

富
山
県

・
日
本

・
世
界
の
中
の
魚
津
に
な
れ

る
か
、
ま
た
、
そ
う
あ
り
続
け
る
か

に
尽
き
る
と
思
い
ま
す
。
そ
れ
は
、

か
ど
う
し
た
ら
生
き
残
れ
る
か
H

と

い
う
こ
と
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

今
の
魚
津
市
の
立
場
を
戦
後
日
本

の
小
型
版
に
た
と
え
、
そ
の
歴
史
的

流
れ
と
重
ね
合
わ
せ
考
え
る
と

一
つ

の
お
も
し
ろ
い
例
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。

現
在
の
日
本
が
持

っ
て
い
る
資
源

は
、
人
口
資
源
と
教
育
資
源
で
あ
る

と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
古
い
歴
史
が

あ
る
魚
津
市
に
お
い
て
も
、
文
化
ゾ

ー
ン

・
文
化
基
地
の
核
と
し
て
生
き

残
っ
て
行
け
る
は
ず
で
す
。
文
化
発

信
構
造
を
い
か
に
早
く
他
市
町
に
先

が
け
て
確
立
で
き
る
か
に
か
か

っ
て

い
ま
す
。



明日の魚津を

「ふるさとを語

平成 2年 9月

Oノマネラ一

石崎和男氏 桃園経営

岩崎 幸久氏 元ダイモンドフリードマン社長

大成 浩氏 東京造形大学教授

高見和明氏 官室長雲首謀護霊趨協会
Oコーディネーター

中尾 哲雄氏 側インテック代表取締役専務

広報うおづ(3) 

くテーマ〉

魚津市のイメージアップを

どうはかるか

「
魚
津

「
ー
感

M-U]
 

中
尾

必
ず
し
も
人
口
問
題
に
拘

わ
り
ま
せ
ん
。
東
京
に
住
ん
で
い
て

魚
津
に
つ
い
て
感
じ
て
い
る
こ
と
を

お
伺
い
し
た
い
と
存
じ
ま
す
。

高
見

東
京
に
い
る
と
魚
津
市
の

情
報
は
な
か
な
か
届
き
ま
せ
ん
。
し

か
し
、
新
川
文
化
ホ

l
ル

・
埋
没
林

メ
モ
リ
ア
ル
パ
ー
ク

・
桃
山
運
動
公

園
の
建
設
、
下
水
道
整
備
な
ど
納
得

で
き
る
事
業
が
行
わ
れ
て
い
る
と
知

り、

一私
た
ち
も
積
極
的
に
協
力
し
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

大
成

水
族
館
前
に
あ
る
石
の
彫

刻
を
作
ら
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
が
、

そ
の
作
品
に
私
の
感
じ
て
い
る
魚
津

を
表
現
し
ま
し
た
。
耳
の
奥
か
ら
聞

こ
え
て
く
る
、
そ
し
て
腹
の
底
に
響

く
よ
う
な
太
鼓
の
音
を
・
。

岩
崎

H

ふ
る
さ
と
と
は
何
か
々
を

意
識
的
に
考
え
て
い
る
人
は
い
な
い

と
思
い
ま
す
が
、
人
が
置
か
れ
て
い

る
状
況
に
よ
っ
て
感
じ
方
は
違
う
よ

う
で
す
。
し
か
し
、
ふ
る
さ
と
魚
津

を
愛
す
る
気
持
ち
に
は
変
わ
り
あ
り

ま
せ
ん
。

石
崎

富
山
県
に
は
、
全
国
的
に

も
有
名
な
企
業
が
多
く
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
魚
津
市
は
地
名
度
も
高
い
よ

う
に
感
じ
ま
す
。
市
民
の
皆
さ
ん
に

は
、
こ
の
こ
と
を
再
認
識
し
て
い
た

だ
き
た
い
。

石
崎

祭
り
は
、
地
区
民
、
見
学

者
双
方
の
参
加
が
あ
っ
て
こ
そ
盛
大

な
も
の
に
な
り
ま
す
。
魚
津
ま
つ
り

は
、

8
月

7
日
か
ら

9
日
ま
で
と
決

ま
っ
て
い
る
た
め
今
年
の
よ
う
に
平

日
の
問
だ
け
行
わ
れ
る
場
合
が
多
く

あ
り
ま
す
。
遠
く
離
れ
て
い
る
人
達

の
参
加
も
考
え
、
土

・
日
曜
に
行
う

よ
う
な
工
夫
を
し
て
ほ
し
い
。

和男氏石崎

岩
崎

海
、
浜
辺
、
霊
気
楼
、
埋

没
林
な
ど
は
、
眺
め
る
、
与
え
る
と

い
っ
た
静
態
的
な
も
の
で
す
。

こ
れ

浩氏大成

和明氏高見

寸
幻
世
総
粧
品
除
け

た

」

「
|
|
lJ
街
務
く
り
を
」

高
見

現
代
は
。
地
方
の
時
代
。
と

言
わ
れ
地
方
に
期
待
す
る
こ
と
が
大

き
く
な
っ
て
い
ま
す
。
地
方
の
知
恵

と
行
動
力
の
競
争
の
時
代
と
言
え
ま

す
。
地
球
的
、
世
界
的
な
発
想
で
考

え
、
地
方
的
行
動
を
す
る
。

市
民
一
人
ひ
と
り
の
独
想
的
な
ア

イ
デ
ィ
ア
を
募
り
、
将
来
の
展
望
を

持
ち
、
的
を
得
た
中
期
ビ
ジ
ョ
ン
、

長
期
ビ
ジ
ョ
ン
を
確
立
し
、
幻
世
紀

に
向
け
た
街
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で

い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

中
尾

今
の
時
代
は
、
企
業
で
も

地
域
で
も
地
域
際
、
国
際
と
い

っ
た

。
際
u
に
力
を
注
ぎ
、新
し
い
も
の
を
作

り
出
し
て
い
く
こ
と
が
必
要
で
す
。

パ
ネ
ラ
ー
の
方
々
に
は
、
こ
れ
も

ふ
る
さ
と
と
心
の
交
流
を
持
っ
て
い

た
だ
き
、
そ
の
発
展
に
お
力
を
借
し

て
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し

上
げ
ま
す
。
本
日
は
、
ど
う
も
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。



広報うあ、づ (4)平成 2年 9月

用途地域変更及び高度利用地区等指定箇所見取り図

せ
、
よ
り
良
い
生
活
環
境
づ
く
り
を

目
指
し
て
用
途
地
域
の
適
正
化
を
図

る
た
め
、
こ
の
た
び
次
の
と
お
り
見

直
し
、
一
部
変
更
す
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。

用
途
地
域
の
一
部
変
更

市
の
現
在
の
用
途
地
域
は
、
昭
和

問
年
に
定
め
た
も
の
で
す
。
そ
の
後

の
都
市
形
態
の
変
化
な
ど
に
対
応
さ

直江津

日本カーバイド魚津工場

凡例

医璽近隣 商業地域

協Z第2穫住居専用地域

。
用
途
地
域
の
変
更
内
容

工 準 商 近 近 住 第 第

|礎 E森
2 l 

区
工

種住居専 種住居専
業 業

商 商
居

5十 業

I也 t也 業 業 地
地 I也 地 用 用

分
地 I也

域 域 域 域 域 域 域 域

4 3 3 6 5 1 
新

4 6 5 3 2 7 4 2 8 5 
( 

8 7 ha 。。。。。。。。。約
4 3 3 8 7 1 

|日

4 6 5 3 2 7 3 1 8 3 
( 

8 7 ha 。。。。。。。。。主句

。
用
途
地
域
の

一
部
変
更

号図番 面(h積a) 
用途地域

変更地区
変更前 変更後

① 
末広町 ・本新 ・

7.3 信⑨ 議⑨本新町 ・北鬼江

② 本新 ・北鬼江 2.6 信⑨ 主⑨
③ 本新 ・釈迦堂 0.3 主⑨ 議⑧
④ 吉島一丁目 2.8 信⑨ 高⑨
⑤ 上村木一丁目 0.2 信⑨ 議⑨

凡例⑨=封、Z

……
…
窓
辺
国
同
度
利
用
地
区
・
再
開

発
促
進
区
域
の
指
定

合
理
的
な
土
地
利
用
計
画
に
基
づ

き
、
小
規
模
な
建
物
の
建
築
を
抑
制

し
て
有
効
な
公
共
的
空
地
を
確
保
す

る
こ
と
に
よ
っ
て
用
途
地
域
内
の
土

地
の
高
度
利
用
を
図
り
ま
す
。

ま
た
、
都
市
再
開
発
ビ
ル
の
建
設

に
よ
り
、
都
市
機
能
の
更
新
を
図
り

ま
す
。

。
高
度
利
用
地
区(
吉
島
地
区
)

低度限建築物
最高度限地積面に建築物の

低最積地面建築物
最度高限積地面に建築物の

面
σ〕 度限にの

4建築面責 対する建築積面
対す延べ 対す延べ

る積面
寄合る付面の責 積

σ〕 割合の 割合の

東 の敷 の敷 の敷

200 7 15 40 約
0.6 

口l' 10 10 10 ha 

こ
の
変
更
な
ど
に
先
立
ち
、

9
月

3
日
か
ら

η固
ま
で
、
関
係
図
書
を

市
役
所
都
市
計
画
課
で
縦
覧
で
き
ま

す
。ま

た
、
魚
津
都
市
計
画
に
関
す
る

問
い
合
わ
せ
は
、
市
役
所
都
市
計
画

課
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

(
内
線
3
4
2
)
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下
水
道
は
、
河
川
・
湖
沼

・
海
な

ど
の
水
を
、
き
れ
い
な
水
に
取
り
も

ど
す
の
に
重
要
な
役
割
を
果
た
す
も

の
で
、
住
民
が
安
全
で
快
適
な
文
化

的
生
活
を
確
保
す
る
た
め
の
最
低
限

の
保
障
を
す
る
も
の
と
い
え
ま
し
ょ

、
勺
ノ
。

平成 2年 9月

し
か
し
、
下
水
道
の
普
及
率
は
、

全
国
で
約

ω
%と
い
う
状
態
で
、
欧

米
の
先
進
国
か
ら
比
較
す
る
と
大
変

遅
れ
て
い
ま
す
。

そ
こ
で
、
下
水
道
を
普
及
さ
せ
る

た
め
全
国
的
に
毎
年
9
月
刊
日
を
一
.下

水
道
促
進
デ

l
」
と
定
め
、
い
ろ
い

ろ
の
広
報
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

魚
津
市
で
は
、
昭
和

ω年
度
か
ら

公
共
下
水
道
事
業
に
着
手
し
、
今
年

広報うおづ(5) 

9
月
刊
日
(
月
)

で
6
年
目
を
迎
え
て
い
ま
す
。
来
年

日
月

1
日
一
部
供
用
開
始
に
向
け
て

着
々
と
事
業
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
平
成
元
年

4
月
か
ら
木
下
新
・

東
尾
崎
地
内
に
特
定
環
境
保
全
公
共

下
水
道
事
業
、
川
の
瀬
浄
化
セ
ン
タ

ー
が
、
供
用
を
開
始
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
魚
津
市
で
は
、
こ
の
「
全

国
下
水
道
促
進
デ
|
」
に
合
わ
せ
て

次
の
よ
う
な
行
事
を
計
画
し
ま
し
た

の
で
、
市
民
の
皆
さ
ん
の
ご
理
解
と

ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

ー
、
市
内
の
小
学
校
4
年
生
全
員
に

下
水
道
事
業
の
し
く
み
や
必
要
性

を
記
し
た
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
、
下
敷
、

鉛
筆
を
配
布
し
て
学
習
に
役
立
て

て
も
ら
う
。

。 。 。 。 。 。 。
さ
都市
幸 下 下 下 す

わ せグ水 7.k 7.k て
や つ のリ道 道 道 三調うかふく
るにく みンク グ〉 伸 ね
すお 、ら らをリ ば ，;r 
くむゆ し、 し し き
ら め へ広ンはて町て れ菌
下水道 し下も下つげとねアづ平成 下い
水道 水道 づる るユ〈 水な

く輪 川のりの道川
と

2
、
魚
津
市
役
所
前
に
、
下
水
道
促

進
用
横
断
幕
と
、
標
語
な
ど
の
立

看
板
や
の
ぼ
り
を
設
置
し
て
、
市

民
に
ア
ピ
ー
ル
す
る
。

3
、
区
長
、
婦
人
会
、
学
校
の
先
生

等
を
対
象
に
、
下
水
道
施
設
見
学

会
を
開
催
す
る
。

4
、
市
広
報
な
ど
で
下
水
道
事
業
の

役
割
や
必
要
性
を

P
R
す
る
。

秋
の
交
通
安

。
ー

l

交
通
安
全
は

ス
ロ
ー
ガ
ン

安
全
は
ゆ
ず
る
や
さ
し
さ

ま
つ
ゆ
と
り

運
動
の
重
点

①
若
者
運
転
者
に
よ
る
無
謀
運
転
の

防
止

②
高
齢
者
の
交
通
事
故
防
止

③
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
の
正
し
い
着
用
の

徹
底

西
山
公
夫
井
原
市
長
ご
逝
去

去
る

8
月
6
日
、
友
好
親
善
都

市
の
西
山
公
夫
井
原
市
長
が
亡
く

な
ら
れ
ま
し
た
。
慎
し
ん
で
ご
め

い
福
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

な
お
、

8
月
お
日
に
井
原
市
民

会
館
で
市
民
葬
が
行
な
わ
れ
、
清

河
市
長
と
経
津
市
議
会
議
長
が
出

席
し
ま
し
た
。

全
運
動

9
T霧
怒
。am一会以

均
・
川

3
部
商
間
関
山

市
民
の
願
い
で
す
|

|

自
動
車
事
故
で
亡
く
な
っ
た
人
の

7
割
以
上
が
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
を
し
て

い
な
か

っ
た
人
で
す
。
し
て
い
れ
ば
、

か
な
り
の
人
は
命
が
助
か
っ
た
と
い

わ
れ
て
い
ま
す
。

H

車
に
乗
っ
た
ら
シ
l
ト
ベ
ル
ト
、

皆
が
正
し
く
締
め
て
か
ら
発
車
す
る
。

を
習
慣
付
け
た
い
も
の
で
す
。

④
迷
惑
駐
車
の
締
め
出
し

車
を
も
つ
な
ら
継
続
し
て
保
管
場

所
は
確
保
し
ま
し
ょ
う
。
違
法
駐
車

は
絶
対
や
め
ま
し
ょ
う
。

H

し
な
い

ノ
さ
せ
な
い

ノ
迷
惑
駐
車
。

県
下
統
一
一
特
別
デ
1

0
9
月
幻
日
(
金
)

シ
ー
ト
ベ
ル
ト
着
用
徹
底
の
日

0
9
月
お
日
(
火
)

若
者
の
交
通
安
全
を
考
え
る
日

0
9
月
お
日
(
金
)

飲
酒
暴
走
運
転
追
放
の
日

不

用

昂

受

換

A

マ
ゆ
ず
り
ま
す

-
セ
ミ
ダ
ブ
ル
ベ

ッ
ド

・
編
機

.
応
接
用
椅
子

・
机

.
も
と
め
ま
す

-
電
子
ミ
シ
ン

・
ラ
ジ
オ
カ
セ

申
し
込
み
、
問
い
合
わ
せ
は
、

市
役
所
総
務
課
行
政
係
内
線

m
E
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協E4

2翼
お調

RF 
し
ま
す

m月
1
日

平成 2年 9月

m月
1
日
、
全
国
一
斉
に
国
勢
調
査
が
行
わ
れ
ま
す
。

国
勢
調
査
は
、
大
正

9
年
か
ら

5
年
ご
と
に
行
わ
れ
、
何
回
目
に

当
た
る
今
回
は
、
特
に
引
世
紀
の
日
本
を
考
え
る
基
礎
づ
く
り
と
い

う
重
要
な
意
味
が
あ
り
ま
す
。

調
査
結
果
は
、
福
祉

・
雇
用

・
住

宅

・
環
境
整
備
な
ど
、
国
や
県

・
市

町
村
の
行
政
の
基
礎
資
料
と
な
り
、

わ
た
し
た
ち
の
暮
ら
し
の
さ
ま
ざ
ま

な
分
野
で
生
か
さ
れ
て
い
き
ま
す
。

調
査
の
対
象
は
、
赤
ち
ゃ
ん
か
ら

お
年
寄
り
ま
で
日
本
に
住
ん
で
い
る

す
べ
て
の
方
で
す
。

9
月
お
日
か
ら
ぬ
日
ま
で
の
聞
に
、

調
査
員
が
皆
様
の

お
宅
に
伺
い
ま
す

の
で
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

調
査
票
の
記
入
事
項
は
辺
項
目

氏
名
、
性
別
、
生
年
月
日
、
就
業
状

態
等
か
ん
た
ん
に
記
入
で
き
る
も
の

で
す
。
ま
た
、
調
査
票
一
は
コ
ン
ピ
ュ

ー
タ
ー
に
よ

っ
て
集
計
さ
れ
ま
す
の

で
、
文
字
や
マ
ー
ク
の
記
入
漏
れ
に

注
意
の
上
、
用
紙
を
汚
し
た
り
、
丸

め
た
り
、
折

っ
た
り
し
な
い
よ
う
に

気
を
つ
け
て
く
だ
さ
い
。

皆
様
に
-
記
入
し
て
い
た
だ
い
た
内

容
を
ほ
か
に
漏
ら
し
た
り
、
統
計
以包%おお

外

の
目
的
に
使
用
す
る
こ
と
は
法
律

で
固
く
禁
じ
ら
れ
て
い
ま
す
。

ご
安

心
の
上
、
あ
り
の
ま
ま
を
ご
記
入
く

だ
さ
い
。

〔わが国の人口ピラミッド)
大正9年国鈴調査人口 昭和60年国努舗査人口

単
身
赴
任
等
で
当
市
に
住
民

絞
り
却
を
し
て
い
な
く
て
も

3
か

H
以
上
川
住
し
て
い
れ
ば
、
当
市

で
利
先
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

あ
な
た
も
い
っ
し
ょ
に

学
び
ま
せ
ん
か

県
民
カ
レ
ッ
ジ
魚
津
地
区

〈
後
期
〉
教
養
講
座

富
山
県
@
人
口
蹴

句
人
君

υょ
ad
甲

-
m月
1
日

現

在

|
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三;ミ.~ 8
さ健:月
三:康~ 15
Jミで;日
三生:は
き;き:「
長:が:敬
生:ぃ:老
ざのiの
人;ぁ=日
生:るき
を三ヨ

「敬
老
の
日
」
は
、

「多
年
に
わ

た
り
社
会
に
つ
く
し
て
き
だ
老
人
を

敬
愛
し
、
長
寿
を
祝
う
」
日
(
国
民

の
祝
日
に
関
す
る
法
律
第
2
条
)
で

あ
り
、
ま
た
、

「
ひ
ろ
く
国
民
が
老

人
の
福
祉
に
つ
い
て
の
関
心
と
理
解

を
深
め
、
か
つ
、
老
人
が
自
ら
の
生

活
の
向
上
に
努
め
る
意
欲
を
高
め
る

日
(
老
人
福
祉
法
第
5
条
)
で
す
。

人
生
別
年
時
代
を
迎
え
る
と
と
も

に
人
口
の
高
齢
化
が
急
速
に
進
ん
で

お
り
、
約
初
年
後
に
は
4
人
に
一
人

が
高
齢
者
(
臼
歳
以
上
)
と
い
う
超

高
齢
社
会
が
到
来
す
る
と
言
わ
れ
て

い
ま
す
。

お
年
寄
り
を
敬
愛
す
る
と
と
も
に

誰
も
が
老
後
を
健
康
で
生
き
が
い
を

持
っ
て
暮
ら
し
、

「
長
生
き
し
て
よ

か
っ
た
」
と
言
え
る
長
寿
社
会
を
作

り
あ
げ
ま
し
ょ
う
。

平成 2年 9月広報うあ、づ(7) 

進、連帯の強化などを目指して第30回

老人福祉大会が開催されます。

bと き 9月12日(ぶ)午後111寺30分から

bところ 魚津市民会館

白
寿
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

津
野

8
月
お
日
、
め
で
た
く
満
卯
歳
を

迎
え
ら
れ
た
津
野
っ
た
さ
ん
(
長
引

野
)
に
、
市
長
か
ら
、
祝
状
及
び
-記

念
品
が
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。

現
在
、
子
5
人
、
孫
お
人
、
ひ
孫

白
人
に
固
ま
れ
た
、
魚
津
市
第
4
位

の
長
生
き
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
で
す
。

パースポー
スポーツを通じ、老人相互のふれあ

いと親睦を深めるため、第15回シルパ

ースポーツ大会を開催します。

多数参加ください o

bと き 9月27日(木)午前9時から

bところ 魚津市総合体育館

っ
た
さ
ん

電
謡
番
幽
霊
湾
脊
樹
紘
一

絡
む
整
議
嚢
置
…

対
象
者
は
無
料
で
す

手
続
き
を
/
・

一

選
挙
人
名
簿
の
縦
覧

日
本
電
信
電
話
株
式
会
社

(
N
T
J

毎
年
九
月
一
日
現
在
で
、
選
挙
人

T
)
の
電
話
番
号
案
内
が
平
成
2
年
~
名
簿
に
登
録
さ
れ
る
資
格
を
有
す
る

ロ
月
1
日
か
ら
有
料
と
な
り
ま
す
が
、
ハ
者
を
九
月
二
日
に
登
録
す
る
こ
と

視
覚
障
害
者
等
に
対
し
て
は
緩
和
措
川
に
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
に
よ
り
調

置
が
適
用
さ
れ
、
所
定
の
手
続
を
と
~
整
し
た
選
挙
人
名
簿
を
、
次
に
よ
り

れ
ば
従
来
ど
お
り
無
料
と
な
り
ま
す
。
〈
縦
覧
し
ま
す
。

一

、

適

用

対

象

者

い

一

、

縦

覧

期

間

九

月

三

日

(

月

)

か
ら

ω身
体

障

害

者

手

帳

を

持

つ

身

体

へ

九

月

七

日

(

金

)

ま

で

障
害
者
の
う
ち
、
次
の
い
ず
れ
川
二
、
縦
覧
場
所
魚
津
市
選
挙
管
理
委

か

の

障

害

が

あ

る

者

い

員

会

事

務

局

ア
視
覚
障
害
(
一

l
六
級
)

へ
抗

ve伝
子
:
・
ミ

aHdz・-
Z
E
2
2
h
E

海
底
漁
業
調
整
委
員
会
一

イ
版
体
不
自
由
(
上
肢
又
は
体

rn…司ゴ
は
け
ぺ
ロ
リ
日
一

幹
若
し
く
は
乳
幼
児
期
以

前

一

濯

機

快

活

情

直

峨

岬

閣

の
非
進
行
性
の
脳
病
変
に
よ
へ
富
山
県
の
漁
業
に
関
す
る
事
項
を

る
運
動
機
能
障

害

)

川

処
理
す
る
た
め
、
富
山
海
区
漁
業
調

(一

1
二
級
)
川
整
委
員
会
が
設
置
さ
れ
て
い
ま
す
。

ω戦
傷
病
者
手
帳
を
持
つ
戦
傷
病
〈
こ
の
委
員
選
挙
に
使
用
す
る
選
挙

者
の
う
ち
、
次
の
い
ず
れ
か
の
川
人
名
簿
に
登
載
さ
れ
る
に
は
、
登
録

障

害

が

あ

る

者

~

申

請

が

必
要
で
あ
り
、
該
当
者
は
、

ア

視

力

の

障

害

川

次

の

期

間

内

に

申

請

し

て

く

だ

さ

い

。

(特
別
項
症
i
第
六
項
症
)
い

l
申
請
期
間

イ

上

肢

の

障

害

へ

九

月

一

日

か

ら

九

月

五

日

ま

で

(特
別
項
症
i
第
二
項
症
)
川

2
申
請
で
き
る
人

二
、
受
付
開
始
平
成
二
年
九
月
一
日
〉
年
間
九

O
日
以
上
漁
船
を
使
用
す

三
、受
付
場
所

N
T
T
魚
津
支
店
九
る
漁
業
を
営
み
又
は
従
事
す
る
漁

な
お
、
詳
細
に
つ
い
て
は

N
T
T
J

業
者
。

魚
津
支
庖
(
宮
局
番
無
し
の
一
一
六
川
な
お
、
詳
し
く
は
選
挙
管
理
委
員

番
)
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

ハ
会
、
又
は
漁
業
協
同
組
合
へ
。

市
選
挙
管
理
委
員
会

か
ら
の
お
知
ら
せ



平成 2年 9月

んもて.t:. 
企魚津工業高校ブラスパンドパレード

8
月
3
日
か
ら

6
日
ま
で
4
日
間
に
わ
た
り
、
比
チ
ー
ム
の
参

加
で
、
魚
津
市
の
桃
山
野
球
場
で
繰
り
広
げ
ら
れ
た
、
炎
天
下
の

女
性
の
戦
い
は
、
日
本
体
育
大
学
が
金
沢
女
子
大
学
を
破
り
初
優

勝
し
ま
し
た
。

地
元
、
洗
足
学
園
魚
津
短
期
大
学
は
、

ま
し
た
。

惜
し
く
も
3
位
に
終
り

~ -ー『ー-

タッチアウト?
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...スリークイーン決定

一一
一一一
一
義
ば
あ
一ぢ
一候
紅
一夜
じ
い
お
わ
和
一切
写
裏
一震
一一

「
力
メ
ラ
ア
イ
賞
」

常
石
ハ
ル
子
(
朝
日
町
)

題

「
稲
刈
り
の
ひ
と
と
き
」

加

ば
あ
ち
ゃ
ん
、
あ

っ
た
よ
0

4
4

落
穂
は
彬
で
待
っ
て
い
た
。

飛

切
り
誌
の
上
に
腰
を
下
ろ
す
。

劃

赤
と
ん
ぼ
、
高
く
低
く
舞
つ

児

夕
日
の
空
は
赤
い

開

吹
く
風
は
、
頬
を
撫
で
去
る
。

井

大
地
自
然
の
お
恵
み

附

み
な
さ
ま
、
あ
り
が
と
う
。

書
官善親好友企

森

サンコlv 
J
B
 

-アスフ企

裕
之
く
ん
(
勝

・
容
子
さ
ん

夫
妻
の
長
男
)
木
下
新

平
成
元
年
6
月
幻
日
生
ま
れ

《
お
母
さ
ん
の

て一百》

モ
リ
モ
リ
食
べ
て
大
き
く
、

ま
し
く
育

っ
て
ネ
グ

小

林

夏

絵

ち
ゃ
ん
(
啓
一

・
清
美

さ
ん
夫
妻
の

2
女
)
東
尾
崎

平
成
元
年

9
月
6
日
生
ま
れ

た

《
お
母
さ
ん
の
一
言
》

ピ
ア
ノ
の
上
手
な
女
の
子
に
な
っ

て
ネ
ノ

8
月
号
の
田
林
佑
介
く
ん
と
上
田
晴
佳
ち
ゃ
ん
の
写
真
が
入
違
に
な
り

ま
し
た
。
訂
正
し
て
お
詫
び
し
ま
す
。



広報うあ、づ (10)

み
ん
抱
一
の
京
事

E
V

平成 2年 9月

鶏潟市綱副
スポーツとしての綱引 きに

あなたも挑戦してみま

第8回大会を次のとおり開催します。昨年

までの11月開催から、より多くの参加を得る

よう今回から 9月に変更しました。

各種グループ、職場から多数の参加をお待

ちしています。

9
月
初
日
(
日
)

午
前
9
時

i

マ
と
こ
ろ
魚
津
市
総
合
体
育
館

マ

種

別

。
地
区
対
抗

・
男
子
の
部

(
8
人
の
合
計
体
重
別
比

以
下
)

・
女
子
の
部
(体
重
制
限
な
し
)

。
フ
リ
ー

-
男
子
の
部

(A
・B
ク
ラ
ス

)

(
8
人
の
合
計
体
重
仰
い
時

以
下
)

・
女
子
の
部
(
体
重
制
限
な
し
)

O
ジ
ュ
ニ
ア

-
男
子
の
部
(
小
学
校
4
1

6
年
生
体
重
制
限
な
し
)

・
女
子
の
部
(
小
学
校

4
1

6
年
生
体
重
制
限
な
し
)

マ
参
加
資
格
原
則
と
し
て
市

内
在
住
者
。

フ
リ
ー
の
部
は

通
勤
者
可
。

マ
申
込
み
期
限
9
月
幻
日
(金
)
ま
で

マ
要
項
請
求

・
問
合
せ
先

魚
津
市
軽
ス
ポ
ー
ツ
連
盟

(
市
教
育
委
員
会
体
育
課
内
)

宮
②
2
2
0
0
内
線
制

マ
と

き

コ

産
業
人
卓

球一
文
辺斗
;A 

9
月
日
日
(
日
)

午
前
9
時

i

魚
津
市
総
合
体
育
館

0
団
体
戦

-
男
子

・
女
子
の
部

O
個
人
戦

-
男
子
・
女
子
の
部

マ
参
加
申
込
み
方
法
大
会
当
日
午

前
8
時
初
分
よ
り
受
付

マ
参
加
料
団
体
戦
一

、
五

O
O円

五
O
O円

マ
と

き

マ
と
こ
ろ

マ
種

目

日ふ
玄

叩
月
の
歩
こ
う
会
は
、
凶
日
の
日

曜
日
、
パ
ス
で
島
尻
下
車
。
大
菅
沼

|
坪
野
l
大
谷
山
方
面
へ
と
、
き
わ

や
か
な
初
秋
の
野
山
を
約

7
キ
ロ
余

リ
歩
き
ま
す
。

参
加
希
望
者
は
、
当
日
午
前

7
時

ω分
ま
で
電
鉄
魚
津
駅
前
に
お
集
り

く
だ
さ
い
。
昼
食
持
参
。

(
パ
ス
代

は
各
自
負
担
)。

マ
イ
第

楽
し
み
な
が
ら
体
力
を
養
う
こ
と

を
目
的
に
、
第
日
回
魚
津
市
走
ろ
う

会
大
会
を
開
催
し
ま
す
。
皆
さ
ん
の

参
加
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

マ

と

き

叩

月

叩
日
(
体
育
の
日
)

・
受
付

l
午
前
9
時

1

.
ス
タ
ー
ト

l
午
前
日
時

マ
集
合
場
所
吉
田
グ
ラ
ウ
ン
ド

マ

種

目

・
A
コ
l

ス

5
M
の
部

-
B
コ
ー

ス

叩

同
の
部

マ

参

加

資

格

年

令

・
性
別
は
問
い

ま
せ
ん
が
、
健
康
で
、

A
コ
ー

ス
印
分
以
内
、

B
コ
ー
ス

ω分

以
内
で
走
れ
る
方
と
し
ま
す
。

マ
参
加
費
一

O
O円

マ

申

込

締

切

叩

月

4
日
(
木
)
ま
で

マ
申
込
先
市
総
合
体
育
館

宮
②
1
2
6
3

脳
同
9
月

の

ス
ポ

ー

ツ
ζ

よ
み
脳
灘
間

15 1.61 9 2 30 23 16 15 14 日
16 23 

土 土
金 H翠日日 日 -
(祭)
日日 日

日

• I • • I • • I • • 1 • • I • 

9 

産球市業卓大金人

杯j多兵 市民
県ウ4 

庭婦市家

第

例月会月

14 
ソ ー'7

市回 qf 
ア フ ン

フ
人 スポレ

ス ボ.
"/ ソ

は
大ぷz》z、

:/ フ
た jレ

二2. 、1、
事ア

ち
大乙ZLZ 一
ボ.

年水泳大少団会

キ不 ス

大純跳i 

jレ

大tzh z 名

iE予t盤F 伝

総 市 総 桃 市 総 天 給、
早tJ 月可11 室温内メ口入

弓
l口k 山 営 メ口入

神野球ま他山晶

ぷ口入 場

体 体 町'コ 体 体
J 倣グ11 水

育 道 育 E求 育 育 フ'7 
フ。
所

自官 士暴 自宮 場 自官 皇官 〉〆 jレ
ド



現
在
使
用
中
の
保
険
証
は
今
月
末
ま
で
有
効
で
、日
月
か
ら
は
、

新
し
い
も
の
に
な
り
ま
す
が
、
配
布
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
同

様
各
区
長
を
通
じ
て
行
う
予
定
で
す
。

届
い
た
ら
記
載
内
容
に
問
題
が
な
い
か
雌
か
め
る
と
と
も
に
、

注
意
事
項
も
よ
く
読
ん
で
く
だ
さ
い
。

災
害
な
ど
の
特
別
の
事
情
が
な
い
の
に
保
険
税
を
滞
納
し
て
い

る
世
帯
か
ら
は
、保
険
証
を
返
し
て
い
た
だ
く
場
合
も
あ
り
ま
す
の

で
、
保
険
税
の
納
入
に
つ
い
て
格
別
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

摘

す
彊毛主亘
υま

鴎保三世
代
受
流

ゲ
l
ト
ボ
ー
ル
大
会

国
保
主
催
の
第
7
回
大
会
が

7
月
泊
日
に
大
町
小
学
校
グ
ラ

ウ
ン
ド
で
行
わ
れ
、
若
い
一
日
、

快
い
汗
を
流
し
な
が
ら
交
流
を

深
め
、
健
康
増
進
に
も
努
め
ま

し
た
。

平成 2年 9月広報うおづ(11) 

国
民
健
康
保
険
は
、
相

互
扶
助
の
精
神
で
あ
な
だ

の
健
康
と
い
の
ち
を
守
っ

て
い
ま
す
。

4る

救急医療週間

入
サ
ノ

元
気
そ
う
な
若
い
人
に
多
い
の
は
、

酒
の
さ
か
な
も
ろ
く
に
と
ら
ず
、

福

ヨ

ビ
タ
ミ
ン

B
l
を
た
く
さ
ん
消
費
す
飲
ん
で
ば
か
り
で
は
ビ
タ
ミ
ン

B

る
の
に
、
イ
ン
ス
タ
ン
ト
食
品
や
糖

1
は
不
足
し
て
し
ま
い
ま
す
。

け
は
、
ビ

質

過

多

の

食

生

活

に

偏

り

が

ち

だ

か

ウ

ェ

ル

ニ
ッ
ケ
脳
症
は
、
主
と

B

1
が

不

ら

で

し

ょ

う

。

し
て
中
枢
神
経
に
障
害
を
起
こ
し
、

起

こ

り

ま

特

に

用

心

し

た

い

の

は

、
ア

ル

コ

限

筋

マ

ヒ

、
眼
験
下
垂
(
が
ん
け

中
戦
後
な

l
ル
矧
の
飲
み
す
ぎ
に
よ
る
も
の
。

ん
か
す
い
)
ほ
か
、
精
神
障
害
を

か

く

、

飽

ウ

ェ

ル

ニ

ッ
ケ
脳
症
と
い
う
こ
わ
い
起
こ
す
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

代
と
い
う
病
気
を
発
病
さ
せ
て
し
ま
う
こ
と
が
ど
う
も
体
が
だ
る
い
、
足
が
重

か
っ
け

に

あ

る

か

ら

で

す

。
ア
ル
コ
ー
ル
は
、

い
、
疲
れ
や
す
い
な
ど
と
い
う
と

人

が

増

え

休

の

中

で

燃

焼

す

る

と

き

ビ

タ

ミ

ン

き

は

、夏
パ
テ
く
ら
い
に
考
え
ず
、

す
。

B

l
を
大
量
に
消
費
す
る
い
っ
ぽ
う
、

か
っ
け
を
疑
っ
て
み
る
こ
と
が
必

|

ツ

マ

ン

ビ

タ

ミ

ン

B

1
の
吸
収
を
妨
げ
、
そ

要

で

し

ょ

う

。

の
、

一
見
の
働
き
を
抑
え
る
作
用
が
あ
る
の
で
、

一

-hzれ
ず

uzqb仇
qLEdpbず
L
E
q
h
E
v
z
a
q
Z
J
F
b
z
b
g
z
ι
q
u
h
z
b
zれ
ず

z
q
u
E
q
u
E
d
z
h
z白
ず

ZNZ&qh仇
ぼ
砂

h
z
a
q
M
E
e
t
s
Z色
q
E
J
z
b
q
b
b
dz
h
z
h
zh
z
bq
bh
z白
g
k
m
z
h
z
h
z&q
u，

し
た
。

二
、
救
急
医
療
週
間
中
市
内
の
事
業

魚
津
市
消
防
本
部
で
所
を
廻
り
ケ
ガ
病
気
等
の
応
急
手
当

は
、
こ

の
期
間
中
に
家
心
肺
蘇
生
法
実
技
指
導
の
実
施
を
し

庭
や
職
場
、
ま
た
は
、

ま
す
。

屋
外
で
の
正
し
い
救
急

処
置
や
救
急
業
務
に
関

す
る
知
識
の
普
及
の
た

め
次
の
と
お
り
行
事
を

実
施
し
ま
す
。

一
、
救
急
医
療
等
に
関

す
る
展
示

O
》」

こ
の
期
間
は
、
救
急
医
療
及

び
救
急
医
療
業
務
に
対
す
る
市

民
の
皆
さ
ん
の
正
し
い
理
解
と

認
識
を
深
め
、
か
つ
救
急
医
療

関
係
者
の
意
識
の
高
崎
を
図
る

こ
と
を
目
的
と
し
設
定
さ
れ
ま

き

9
月
ロ
日

(片
)
t
l

日
日
(
土
)

O

と
こ
ろ
サ
ン
プ
ラ

ザ

3
階

容

家

庭

等

に

お
け
る
救
急

処
置
の
図
解

説
明
展
示

。
内

一
が
ん
隠
れ

f

一
ち
び
っ
こ
運
動
会

一

市
内
の
保
育
園
児
(
5
歳
児
)
と

一
そ
の
保
護
者
が
集
ま
っ
て
、
第
3

一
回
が
ん
ば
れ
ち
び
っ
こ
運
動
会
を

一
開
催
し
ま
す
。

-

一

元
気
な
子
供
た
ち
が
、

一
生
懸

一
命
走
っ
た
り
、
親
子
で
競
技
し
ま

一
す
。
み
な
さ
ん
、
見
に
来
て
く
だ

一
支
」
い
。

一
日
時

一同
所

9
月
日
日
(
土
)

午
前
9
時
i
正
午

魚
津
市
総
合
体
育
館

し



(12) 広報うおづ平成 2年 9月

保健だより (9月〉
、苦労して治療するよります、予防H

所診療科自 診癒時 診 $朝5 
日71月C 30 24 23 16 15 9 日2月9 日71月0 30 24 23 16 15 9 日2月9 日 日 日 日 日 日

歯科
日 日 日 日 日 日

在療川 日 日 月 日 日 土 日 日 日 日 月 日 日 こL 日 日 9 
地 問日急地 fli 

医院科佐伯歯医院曲iH 詮左医院歯科泉医院森歯科

I11 
医院l科藤歯'111 医院西蜘科品合壁

大

幡2医院工
illi 活i

長
岸山医院 日E院本E 医院氏本

月

宮@0 古罰黒科内午後曜日 療患医休区 医院下科歯
口

崎医院 病院田 柄院田
の

医院科幽 休

訓帯消防向署 部型 ・7 日 日 立

古@O330 書町南町@E3O11 舟踊村竹内ノ

立

宮税O3 2 上町市

JL 

宮⑬日21I 上市町桂音寺
冒⑫4日善町時入入

~t j兵 本 ゃ; 領l 上 約i おi日7 一時

診療医
3 百科自i祝 セ夜

毒日66 1 血前嗣
宮@1 山 宮@1 山

目旧川ゆ11 主江鬼官@ 5。5 2 辞問宮~ 江宮I~口5 3 江@ E 7 全屋事5日7 8 村本gO 角川g1E金t l 市 午後 日 ン間

タ G 町前~K 
6 6 1 町前嗣 ※診療時間は、いず 7 

2 2 1 
2 

側 科外 11 1 l 
5 1 4 8 

れも午前911寺から 7 
5 3 )時 午後511寺まで。 4 7 

内 t廿F 対 象 a と き と
ー， ろ {庸 考、ーー

母親学級 (8) 妊婦とその家族 9月28日ω 9 :30-16:00 ーーーーー・ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー・ーーーーー'昼食をご持参ください。
育児サロン 幼児と保育者 9月14日倒 10 : 00 -11 : 30 魚津市健康センター

4か月児健診
9月13日(木) 13 : 00 -13 : 30 ー・ー-->ツベリクリン反応倹伐をfjf".せ

4 台、 月 児
9月27日(木)

て行います。
11 

- → 8か月児健診 8 力、 月 児 9月5日(*) 13 : 00 -14 : 00 
麻しん (はしか)の核抑券を
発行します。

離乳食講習会 11 9月7日倒 13:00-13:30 I#ブラシとタオルをご持参〈
1歳 6か月児健診 H .1年2月生まれの児 9月25日(火) 13 : 00 -14 : 00 ださし、。

股関節脱臼検診 出j 3 台、 月 児 9月6日(木) 13 :00-13: 30 お母さんの貧血l検炎も行L、ます。

3歳児健診 3 歳 6 か月児 10月3日(ホ) 13:00-14 :00 魚津保健所
3歳6か月で健診をします。
対象児には例人通知します。

心の健康相談 般 市 民 随時 13 : 30 -15 : 00 主人ボケの相談も受けます。

機能訓練
脳卒中後遺症のある人

9月13日(木)
10 : 00 -15 : 00 魚津市健康センター 訓練は 10 : 00 -12 : 00 

(リハビリテーション) 9月20日(木)

健 康 相 談 般 市 民
9月20日(木) 13 : 00 -14 : 00 魚津市健康センター 血圧測定・心電図・検尿診療が受けられます。

9月4日(刈 10 : 00 -11 : 30 百 楽 荘 I血圧iWJ定・相談

ツベルクリン反応検査 8 か 月 児 9月5日やK) 13 : 00 -14 : 00 
魚津市健康センター

B・C・G予防接種 8 台、 月 児 9月7日倒 13: 30 -14 : 00 

9月3日(J-J) 8:00-10:00 魚津市健康センター

9月5日ヤド)
8:00-10:00 魚津市民会館

料金 720円

胃がん検診 一 均支 市 民 9月6日(木) f!J.し、 4月l日-3 H 31 EIま

9月9日(日) 8:00-10:00 魚津市健康センター でに40、50、‘60放になる人、

-、 ， ， 毎週水曜日 9:00-11 :00 黒部保健所ー70歳以上の人は無料

9月3日(月) 13 :00-14:00 魚津市健康セシター :・子:.111がλは30':汲も無料
9月5日やK)

13 : 00 -14 : 00 魚津市民会館
Lぅ申し込みは、ゑl;者1¥保健所へ

子宮がん検診 市主 市 民
9月6日(本) ft52-1224 

9月9日(日) 8:00-10:00 魚津市健康センター

市内産婦人科、病、医院。 *'十/，f，: 1.03011J 
随時 3{!01し 45L0ll M~3なJI311:1ま5て'にJJI 3、 e 申し込みは健康センターへ 、40、 、60白kにる人 20JJJ

9月3日(JJ) 13 :00-14 :00 魚津市健康センター 料金 1.130円

乳がん検診 一 般 市 民
9月5日(水)

13 :00-14:00 魚津市民会館
mし、 4H 1日-3 }~31 1:1ま

9月6日(木) て'に30、40、50、60，みになる

9月9日(日) 8:00-10:00 魚津市健康センター 人、 70ぷ以上の人m料。
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、
か
ん
征
圧
月
間

9
月
1
日
i
羽
田

が
ん
予
防
の
主
役
は
あ
な

た
で
す
。

何
日
の
生
活
に
ち
ょ

っ
と

気
く
ば
り
を
し
て
、
が
ん
か

ら
身
を
守
り
ま
し
ょ
う
。

節
目
年
齢
の
方
は
、
ぜ
ひ

検
診
を
お
受
け
く
だ
さ
い
。

。がん検診希望者は、実施日10日前まで魚津市健康センターへ申し込み下さい。予定数に達したら締切ります。
、.:;:;ゑ

.・.

結
核
予
防
週
間

9
月

μ
日
i
初
日

「
結
核
を
絶
や
し
て

誇
れ
長
寿
国
」

ま
だ
ま
だ
こ
わ
い
結
核

今
年
も
検
診
を
受
け
ま
し
ょ

、寸，
，。
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住 9月4日(刈 17:00-20:00 魚津市民会館⑧ 9月17日(JJ) 9:30-11 :30 経 田 漁、 協

民 9月7日r同 9:30-11: 30 魚津市民研修センター⑧ 9月17日(月) 13 : 15 -15 : 00 経 回 神、 協

検 9月7日r同 13: 15 -15 : 00 魚津市民研修センタ一⑧ 9月25日(火) 9:30-10:00 天 神 ~ 、 民 自官

急開S会P 
9月10日(JJ) 9:30-11 :30 経. 回 バム¥ー、 民 館 9月25日(火) 10 : 20 -11 : 00 力日 千貴 /A L 民 官官

r、9月10日(JJ) 13: 15 -15: 00 経 回 /台':¥.、 民 皇官 9月25日(火) 13 : 15 -15 : 00 道 下 公 民 館

結1 9月11日(火) 9:30-11 :30 村 木 公 民 館⑧ 9月26日休) 9:30-10:00 上中 島 公民館

核 9月11日(刈 13: 15 -15 : 00 村 木 /ー、、、 民 館⑧ 9月26日休) 10 ~15-11 : 00 下中 島 公民館

と 9月12日(水) 9 :30"--11 :30 大 町
ノ:'L~ 民 館⑧ 9月26日(水) 13 : 15 -13 : 40 片 貝 公 民 館

成
9月12日(水) 13 : 15 -15 : 00 大 町 /，ι:¥. 、 民 館⑧ 9 月 26 日 ~K) 14 : 00 -15 : 00 上野方公民館

9月13日(本:) 9 : 30 -11 : 30 経L 田 メi~、 K 自官 9月28日ω 9: 30-11 :00 色 iE世 保 1住 所
人
9月13日(木:) 13 : 15 -15 : 00 経1 回 ノ-L、 K 9月28日附 13 : 15 -15 : 00 干す 木 公 民 自官
病 9月14日ω 9:30-11 :30 大 町 公 民 館⑧ 10月5日附 17 :00-20 :00 魚津市民会館⑮
、-
9月14日ω13: 15 -15 : 00 大 町 公 民 館⑧

平成2年 9月広報うおづ(13) 

⑧ は成人病検診があります。受診票と健康手帳を持参してください。健診の案内が届いた方で、職場やその他で健診を

受けている方は、魚津市健康センターまでご連絡ください。(ft⑮3999)

内容 対 ' 象 と き と ー ろ 備 考'‘ ー
13 : 30 -14 : 00 魚津市健康センター • f;本 i:'~は 自宅で計っ てきて く ださい 。

予 -母子健康手帳、印かんを持参く だ" 第l回目 第2回目 第3回目 該 当地区

-第 1期=3回接種
さし、。

9月 10月 11月 村木、道下、経団 ※J妾離できない幼児

防
盲目せき … 

(24か月-48か月児) 4日(火) 3日(水) 1日(本) 西布施 ①発熱、または心臓、 じん臓、肝臓疾

ジフテリア 9月 10月 11月 加積、上野方、
忠、などのために治療している幼児。

-第2期=1回のみ接種 ②接割前、 l年以内に、 (t~ 、れんの症

接破傷風 6日(本) 5日制 5日(JJ) 片貝、天神、松倉 状を起こしたことのある幼児。
(第l期完了後12か月 9月 10月 11月 本江、大町、住吉 ③過去において、この予防接般によ |

(三種混合)

種 -18か月の間) 10日(JJ) 8日(日) 7 日~同 上中島 リ、高IJ反応を起こしたことのある

幼児。

" 
11月 受けなかった ④その他、接観を行うことが不適当. 

‘! 
29日(柑 全地区の方 と認められた幼児。

、治
実
さ
一方一
一
J

一
誠
一
業
務
並
湖
一
議
況
を
雰
薬
之
、
ま
す
一」

マ
募
集
内
容

マ
発
表

ね
た
き
り
や
痴
呆
を
予
防
し
減
少
入
選
者
は
、
ロ
月
の
新
聞
紙
上
に

さ

せ

る

た

め

の

意

見

で

表

題

は

自

て

発

表

由
で
す
。

マ
表
彰

マ
応

募

方

法

・

最
優
秀
作

(
1
編
)
賞
状
及
び

-
B
4
判
の
柵
字
詰
原
稿
用
紙

5

副
賞

(
5
万
円
)

枚
以
内
で
縦
書
き
0

・
優
秀
作

(
2
編
)
賞
状
及
び
副

・
原
稿
と
は
別
に
表
題
、
氏
名
、

賞

(
2
万
円
)

年
齢
、
性
別
、
住
所
、
職
業
、

-
佳
作
(
若
干
編
)
賞
状
及
び
副

勤
務
先

(学
生
は
学
校

名

と

学

賞

(

記

念

品

)

年
)、電
話
番
号
を
記
載
し
た
用

マ
応
募
・
問
合
せ
先

紙
を
添
付
し
て
く
だ
さ
い
。

富
山
市
新
総
曲
輪
1
1
7

マ
締
切
日

富
山
県
厚
生
部
高
齢
社
会
対
策
室

平
成

2
年
叩
月
白
日

8
0
7
6
4
@
4
1
1
1
内
線
側

バ除、村
長
廃
業
、
作
会
一

η係
降
、む
な
嵯
主
張
街
、
が
一

健
康
セ
ン
タ
ー
で
、
月

2
回
リ
ハ

ビ
リ
訓
練
に
励
む
仲
間
が

「
リ
ハ
ビ

リ
友
の
会
」
を
結
成
し
て
、
も
う
4

年
に
な
り
ま
し
た
。
日
頃
の
リ
ハ
ビ

リ
活
動
に
励
ん
で
い
る
会
員
同
士
の

親
睦
を
深
め
る
た
め
、
昨
年
初
め
て

会
誌

「な
か
ま
」
を
発
行
し
、
こ
の

夏
に
は
第

2
号
が
で
き
あ
が
り
ま
し

た
。
脳
卒
中
等
で
半
身
不
随
の
障
害

に
も
ま
け
ず
、
そ
れ
ぞ
れ
の
日
常
生

活
の
様
子
や
思
い
出
を
つ
づ
り
紙
上

を
通
し
て
ふ
れ
あ
っ
て
い
ま
す
。
又
、

友
の
会
行
事
の
リ
ハ
ビ
リ
大
運
動
会
、

野
外
訓
練
の
写
真
、
会
員
の
素
顔
を

紹
介
す
る
等
、
同
じ
病
気
と
闘
っ
て

い
る
仲
間
を
励
ま
す
内
容
に
な

っ
て

い
ま
す
。

在
宅
で
、
ひ
と
り
脳
卒
中
後
遺
症

に
悩
ん
で
い
る
あ
な
た
も
ぜ
ひ
、参
加

し
て
な
か
ま
に
な

っ
て
み
ま
せ
ん
か
。

楽
し
い
こ
と
も
苦
し
い
こ
と
も
気
軽

に
話
し
合
え
る
仲
間
の
輪
が
も
っ
と

広
が
る
よ
う
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

健
康
テ
レ
フ
ォ
ン
サ
ー
ビ
ス

告

0
7
6
4
1
4
2
1
0
0
0
3

9
月
の
テ

l
マ

(
月
)
外
傷
の
応
急
手
当

(
火
)
脳
性
マ
ヒ
の
早
期
発
見

(
水
)
無
痛
分
娩
ラ

マ
l
ズ
法

(
木
)
セ
ラ
ミ
ッ
ク
ス
と
歯
科
治
療

(
金
)
お
年
寄
り
の
咳
と
疾

(土
・
日
)
身
近
な
開
業
医
で

胃
ガ
ン
検
診
を
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広報うあ、づ平成 2年 9月

0 ご寄付ありがとう認3523323383
533533523ございました く敬称略〉
b社会福祉基金として

石崎和男東京都千代田区 50，000円

b善意銀行へ ( 8月9日現在)

田村之正 青 島 20，000円

江幡三治江 口 50，000円

有沢武雄本町二丁目 10，000円

附和泉屋食品三ケ 100，000円

(制布目シガ友 道 100，000円

美谷吉秀本町二丁目 50，000円

(耐葛又六相ノ木 200，000円

奥村アチ子宮 津 50，000円

佐生久明金浦町 100，000円

朝野重一経田中町 20，000円

中田昭l庫吉 島 100，000円

上口保育園職員一同 3，206円

ユニー魚津庖釈迦堂 150，000円

宗隆美則島 尻 10，000円

宮崎芳雄大海寺野 50，000円

関口賢治木下新 50，000円

魚津清掃公社大光寺 200，000円

糊魚津銀金吉 島 5，000円

魚津郭声会 30，000円

宮 文雄中央通り二丁目 100，000円

野村幸男立 石 5，000円

1>市広報送付謝礼として

山本与一大阪市中央区 5，000円

平塚きく江 四条畷市下田原)

吉崎きよ 大阪市中央区 ~ 60，000円

高松きくよ 大阪市旭区 ) 

information せら失ロ

内

お

談案本目
〈
「県司法書士会の l 

」一一無料法律相談一一」

一登記・供託・裁判事務などー

き 10月1日(月)

午前10時~午後3時

0ところ 魚津サンプラザ

「法の日」週間行事

無料縁機;相談

お気軽にどうぞ

その他の相談市役所で ft22-2200

。と

0とき 9月25日(刈午後1時-4時

0ところ 第5・6会議室(3階)

県弁護士会の弁護士が法律相談を行い

ます。

ご希望の方は、前日までに市民相談室

へお申し込みください。内線161

役 政相談

無料法律相談

10月5日幽 10時-16時

魚津サンプラザ3階

教 務 相談

0とき

0ところ

毎月第 1・第3木曜日

午後 1U寺-4時

市民相談室 (1階)

市ι 滅相

き0と

毎週月 ・木曜日

午前9時~午後5時

教育センター相談室

心配ど と相談

き

0ところ

。と談

き 日曜 ・祝日及び第 2・第4土

曜日以外の毎日午前9時~午後

5時 (土曜日は午前12時まで)

0ところ 市民相談室(1階)

内臓

0ところ

0と

毎週金曜日

午前10時~午後 3時

福祉センター (百楽荘)

き。と
談本目

0 ところ毎週火 ・水 ・金曜日

午前9時~午後4時

商工観光課 (3階)

き0と

権綴談

9月14日幽午後 l時-4時

魚津サンプラザ3階

バード雇用相談

人
0ところ

0とき

0 ところ
高齢者職業相談

9月23日は空力ンゼ口の日
.空力ン・ゼ口は皆んなの力で
・空力ンのポイ捨てはやめよう

亡jA ijへ'円、

き 日曜 ・祝日及び第 2・第4土

曜日以外の毎日午前10時~午後

6時 (土曜日は午後 1時まで)

0 ところ 魚津サンプラザ1階

通 5相

。と

き 日曜 ・祝日及び第 2・第4土

曜日以外の毎日午前 9時~午後

5時 (土曜日は午前12時まで)

0ところ 高齢者職業相談室 (1階)

0と

無料住宅相談

9月12日(州

午前10時~午後4時

0ところ 市役所会議室 < 0と き 9月19日制

ご希望の方は、市民相談室へお申し込 i 午前10時~午後3時

みください。内線161 < 0 ところ 魚津総合庁舎 (新宿)

ふ ?7 J ?T E 喜 ~I L 日 |官| 官 |官 1212 31 究
主J子 イ 子む尋道 :ヌ| 臼 | 日 |日|日| 日 | 臼 | ι 
守ス仁~ ~， 。保線域
、jの f ソ 安海 j 爪土令ちき包訟訟弘=工%仁:五γ;γγ.

季審iドl止: 三符U予叫 ?料jt対i将崎将鴻手γrにル:~ 1い山 岡h 日干和和日]1同同田U 干杭和[口I)川4l川|4宗|μ川各引|各|い岡 崎 回 山州|い手和IJ山ぺ辺 ミ - I :勾η~i:H，~手手よ~~~
...... /' -o ;n' Jf::f.!}一一~ 1 ，;，1，1 1 I ;，r;: ス 1 "，，-:，陪型+

じ事 7 1 2タ調芳 f主ヤ |石商打物|石物不i辺IJ;1~ I円|不i平i-:ri不iI物1i主￥iI瀧
lj嘗占 タ I I 査 地 型炉刀| 油開油産|油 産 ?Ih 到 営 | 営 I~ ~ ~ ~ I産 ?III 業 ggl菖
主ン I ~調に区 詣ス| 双川友上| 吉 大本 ずf| | |京在王 寺 |未定守麦 IQ~司
手?apj責員室 警 |許日記|尚孝江Jl業lisf江山 :.，1{山 j立|員書
、み O が認 . 主主 I --~- I -~;::::;- I I I ---- I --.._;_-.:::: I~J】

包利用ください〉 キャプテン・サービス(テレビ画面案内)一市役所ロビー・水族館無料休憩所一

談
手t

.A  

き0と
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お 失ロ ら せ informαtion 

富山国際大学

平成3年度社会人入学試験

魚津市の優れ丘環境をご推薦ください

「うるおい環境之やま賞〉

11 月期~..マチュ ヲミ無線技師

国家試験を実施

0対象学部 人文学部国際文化学科 富山県では、 「うるおしりのある優れ 受験
試験地

受験申請書
試験日 l

社会学科

0募集人員 各学科若干名

た景観や地域のシンボルとなっている施

設などを募集しています。

資格 受付期間

第 3級 11/ 6 I 

0出願期間 11月10日ω-20日(刈

0試験日 11月27日(刈

0間合先富山国際大学広報課入試係

干930-12上新川郡大山町東黒牧65-1

宮(0764 ) 83 -8000 

0応募方法台紙 (B4版、縦、枚数自

由)に、応募禁とサービス判カラー

写真を貼付し応募してください。

金沢市
第 4級

0受験料 2，362円

9/1-9/25 11/ 4 

11/11 

0応募期限 9月29日仕) 0受験申請書提出 ・間合先

干920金沢市尾山町 1-10 

富山職業訓練短期大学校

文化講演会(入場無料)

0応募先魚津市企画広報室 (経由)

0間合先 富山県企画県民部企画調整室 日本無線協会 北陸支部

FA時代における設備管理について

0講 師大和田国男氏

(柑不二越代表取締役社長

0期 日 10月24日休)午後6時30分~

0場所魚津平安閑

0間合先 富山職業訓練短期大学

ft(0765)24-5552 

宮 (0764)31-4111 内線311、313

デユーυ少フテレビ
10月1日開局

キー局はTBS。チャンネルはUHF

32チャンネ jレ。

0間合先 チューリ ップテレビ

本 社 宮 (0766) 26 -6000 

放送センタ- ft(0764)42-7000 

ft(0762)22ー7121 または

テレホンサービス

宮 (0762)22 -2929 

納期案内
国民健康保険税第2期分

納期限は10月1日です

Ii~"求めています.グく求人情報〉 探していますグく求職情報〉糊

性別 職種 年齢 賃 金 地区 員人 資格等 性別j希望職種 年齢 住所 希賃望金 免許 ・資格 前職・経験等 学歴

営業員 18-35 
151，000 

魚・大海寺野 2 普免-181，000 営業 30 黒・生地中区 20万 普免 版売 5年 大学

コンビューター
20-30 175，000 魚、・江口 3 

ノfソコンJ栄作
プログラマー 一290，000 のできる方 " 40 魚、・4半島 " 普取免引主、任毛地者建物

l長協各業務
高校21年

男 営業員 18-25 
150，000 

"新金屋 2 普免-200，000 男 運転手 28 入・上飯野 " 普免 製造 10年 " 
測量 ・設計

18以上
133，000 

"上村木 3 不問技術者 -153，000 
プフス

28 黒・北新 17万 普免
プフスチ y

大学
チソク工 ク技術員6年

機械設計 24-50 
155，000 

"道坂 4 経験3年以上-270，000 
運転手 43 黒・生地中区 25万 大車型整備免士許、2級自動

自動車劉結II年
中学

/1 i豆転手14年

一般事務員 18-23 
100，000 

魚、・吉島 2 普免-115，000 事務員 22 魚・宮 i~! 10万 普免 事務 4年 高校

経理事務員 18-35 110，000 _ I " " 2 普経験l免年以上-125，000 " 45 字・浦 山 15万 " 
事務 8王手

" 営業 6年

女 販売員 20-45 
126，000 

"本町 2 普免-126，000 女 " 28 入・下飯野新 10万 " 
銀行業務 7年

" 現場事務 l年

" 18-60 
120，000 

黒・前沢 3 不問-150，000 " 19 字寸前山 " " 版売 l年半 " 
配達員 18-60 

100，000 魚・駅前新町 2 普免-120，000 " 44 魚、・相ノ木 15万 " 
電話業務

" 23年

※詳しくは、魚津公共職業安定所(fi24-0365)へお問合せください。求人テレホン・サービス fi24-8841男子(月~木)女子(金~日)
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っ
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ネ
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超
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革
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墓
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母
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バ
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菜
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抜
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南
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海
王
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白
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l
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韓
国
の
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し
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すと ν を
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郎雄作
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宗健
吐b -::と
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4
時

合
と
こ
ろ
魚
津
市
立
図
書
館

助

言

者

脇

坂

正

夢

先

生

(
川
柳
え
ん
ぴ
つ
編
集
長
)

Q
川
畑
出
川

U

図
書
館
視
聴
覚
室
で
は
、
行
事
の

な
い
日
に
限
り
、
レ
コ
ー
ド
鑑
賞
等

に
よ
る
利
用
を
考
え
て
い
ま
す
。

く
わ
し
く
は
、
図
書
館
へ
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

資
料
の
ご
寄
贈
を
い
た
だ
き

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
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9
月
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行
事
|

〔
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ラ
パ
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〕

8
日
(
土
)
・
日
日
(
火
)

4
じ
i

〔
チ
ャ
レ
ン
ジ
〕

9
日(土
)
3
じ
i

〔
将
棋
大
会
〕
泊
日
(
土
)
3
じ
j

申
ム
込
み
は
、
お
日
ま
で
HY

〈
休
館
日
〉

毎
週
月
曜
日
・
国
民
の
祝
日

9
月
の
市
民
会
館
催
物

表発会1第固9すあな
の説「座の魚津 会安全意徒内ズ魚津

()曲目 匪記能念 上政平川 主守歪υ'"政宝生流

祭楽新ジルフズ津魚
祉大全3草1プラ最津市老に かカ公会

に小桂学生中 ク
地吹川区 ユオエク

イ雀
じな ッj寅 ・カ よララ フスララ

物，
アピ会ろ
ιなノマ カ ツ

見発る プ・オイ ミテブイ
老福回入連骨金人クい虹 ツパ

回 職宝tヨ』エ ラ イ オ 名
ノ ろ伝 ノf友

表チ通入マ 市ン
村還今 奏|パン
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料
呂4円券目呂玉問 小主人主人・

料
0O 理券

料
円

編

集

後

記

今
年
の
魚
津
ま
つ
り
、
あ
ま
り
の

人
出
に
び
っ
く
り
し
ま
し
た
。
特
に

8
日
の
た
て
も
ん
|
諏
訪
神
社
境
内

は
も
ち
ろ
ん
、
海
岸
通
り
も
ぎ
っ
し

り
超
満
員
、
た
て
も
ん
移
動
に
四
苦

八
苦
、
県
外
ナ
ン
バ
ー
も
訪
れ
駐
車

場
整
理
に
て
ん
や
わ
ん
や
l

は
圧
巻

で
し
た
。

「
凄
凄
と
」
効
果
で
し
ょ
う
か
、

P
R
次
第
で
人
は
集
ま
る
も
の
で
す

ね
:
:
:
。

(
M
)

「
ふ
る
さ
と
を
語
る
」
フ
ォ
ー
ラ
ム

の
中
で
、
あ
る
パ
ネ
ラ
ー
の
方
の
話

の
中
に

H

魚
津
が
消
え
て
無
く
な
ら

な
い
こ
と
が
大
切
。
と
い
う
一
言
が

あ
り
ま
し
た
。
平
和
な
時
代
で
あ
れ

ば
こ
そ
、
こ
の
よ
う
な
フ
ォ
ー
ラ
ム

が
聞
か
れ
、
一
層
の
発
展
に
向
け
て

取
り
組
ん
で
い
こ
う
と
の
協
議
の
場

を
持
つ
こ
と
が
で
き
た
よ
う
に
思
い

ま
す
。

本
当
に
こ
の
魚
津
が
消
え
て
無
く

な
ら
な
い
た
め
に
も
、
戦
後
必
年
間

築
い
て
き
た
、
こ
の
平
和
を
大
切
に

し
た
い
で
す
ね
。

(Y
)

印刷/魚津印刷株式会社

人 (前月対比)

(男)23. 919 (+ 1 ) 

(女)25. 927 (-9 ) 

49.846 (-8 ) 

ロri-
-

人
「
到
の
、
川

市
-一川

14.135世帯

編集/企画広報室

世帯数
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計


